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第 5 章では， ミクロ組織観察により羽毛状晶の双晶境界の増殖について調べている。その結果，羽毛
状晶の増殖過程を，既存の双晶境界を起点として増殖するものと，既存双晶境界の片側結晶内に発生し
た亜粒界を起点として増殖するものの二種類に分類できることを示している。



































5) 鋳型およびフロートを工夫した半連続鋳造機を試作して，直径15cmの Al一Mg-Si 合金全羽毛状晶
ビレットの製造に成功しているo さらに， この全羽毛状晶ビレットの押出し特性を検討し，粒状晶ピ
レットよりも押出し速度を35%速くでき，かっ押出し圧力も低くできることを見い出し，その理由を
押出し中のメタルフローの検討から明らかにしている。
以上のように，本論文はアルミニウム合金の鋳塊における羽毛状品の生成凝固条件および形成機構を
-588-
明らかにするとともに，全羽毛状晶鋳塊の押出し加工特性について多くの新しい知見を得ており，凝固
工学ならびに材料加工学の発展に寄与するところが大きし、よって本論文は博士論文として価値あるも
のと認める O
? ???
